
１１月５日 

マタイ 24:42 だから、目をさましていなさい。あなたがたは、自分の主がい

つ来られるか、知らないからです。 

 

べ っ く さ ん ： 20131105  「 再 臨 に 対 す る 備 え 」

https://youtu.be/3ao3vfJSTWU 

 

・イエスさまの再臨について、聖書は、空中にまで来られる場合と、地上にま

で来られる場合の二つの段階があることを示している。 

・主は初めに小羊としてへりくだって来られたが、再び来られるときには、王

として栄光をもって現れてくださる。 

・イエスさまご自身、御使いたち、そして使徒たちもまた、主の再臨を宣べ伝

えている。 

・自然界における飢饉や大地震、社会における戦争や対立、さらに信仰の面で

は聖書への無関心や反抗が広がるとき、それは終わりの時のしるしである。 

・福音が全世界に宣べ伝えられること、また選びの民イスラエルが一つに集め

られることも、終わりの時を示している。 

・第一の来臨は、目に見えない形で、盗人のように、信じる者のために救い主

として来られるものである。第二の来臨は、いなずまのように明らかに現れ、

信じない者に対するさばき主として来られる。 

・空中再臨の後には、小羊の婚宴があり、教会に属する者たちが主とともに喜

びにあずかる。 

・地上再臨のとき、主は信じる者とともに平和の国を建てられ、千年の御国を

治められる。 

・悪魔は再臨された主によって縛られ、千年の間閉じ込められ、その後、最終

的なさばきを受ける。 

・いのちの書に名が記されている者は幸いであるが、記されていない者はさば

きを受け、永遠の滅びに至る。 

・主の最終的なみこころは、新しい天と新しい地を創造されることである。 

・この主のご計画に備え、待ち望む信仰を持ち続けることが、私たちにとって

何よりも大切である。 


